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学習推進センターに名称を
変更し、北海道における生
涯学習・社会教育の拠点施
設として研修事業をはじめ
調査研究、情報提供等に取
り組んできた。しかし、北
海道立生涯学習推進センタ
ーが実施する社会教育指導
者を対象とした研修事業は、
かつて１０事業実施してい
たものが、近年はわずか４
事業になってしまっている
【第１図】。
こうした事業が実施でき

なくなった要因として、厳１
一方、研修に参加する市Ｈ

生涯学習推進セン
ターに名称変更
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【第１図】北海道立生涯学習推進センターの
研修事業数の推移

なくなった要因として、厳しい財政事情があることは明白である。
一方、研修に参加する市町村の社会教育関係職員の状況を概観すると、北海道立生涯学

習推進センター（札幌市）から遠距離にある市町村ほど、参加者が少ない【第２図】・
このことは、広大な面積を持つ北海道であるだけに、研修会に参加するにあたっての経

費（旅費）との関係が無視できないのではないかと考える【第３図】。要するに、費用のか
かる遠距離市町村の社会教育関係職員ほど､研修に参加できないという構図が見えてくる。
すなわち、「研修機会の地域間格差」といっても過言ではない状況である。

乞旅【第２図】参加者数の状況
※H17．18年度に実施した

生涯学習推進研修講座の管内別
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主事が相互に切瑳琢磨するという環境からもかけ離れたところにあるといわざるを得ない。
そこで、前述の事例として示した異なる市町村の社会教育関係職員が共同で企画・運営に
あたる「石狩管内社会教育共同事業」は、実践を通して専門性を磨く格好の研修機会とな
り得るのではないかと考える。特に、経験の浅い社会教育主事にとっては、実践を通して
事業のノウハウを学ぶことのできる貴重な研修機会となる。実際に、「石狩管内社会教育
共同事業」の実行委員を対象に、簡単なアンケート調査をおこなったところ、これからの
仕事(社会教育行政としての業務)にプラスとなると考える人がとても多かった【第６図】。

4．“集合型”研修から“実践型”研修へ
コストの削減や学習者の広域的な交流のみならず職員の資質向上など、共同事業に多く

の効果が期待できるということは、前述のとおりである。しかし、共同事業は、近隣市町
村との連携・ネットワークの構築が前提であることから、こうした役割をだれ（どの組織）
が担うのかということが、実施に向けての大きな課題である。石狩管内社会教育共同事業
の場合は、石狩管内社会教育主事会が大きな役割を果たしている。
北海道には、各管内に市町村の社会教育関係職員からなる社会教育主事会が組織されて

いる。さらには、こうした14組織を統括する上位組織として「北海道社会教育主事会協議
会」４）がある。
北海道社会教育主事会協議会は、管内研修会、複数の管内組織を対象としたブロック研

修会、全道規模の研修会など、系統的に研修機会を配置し、実施している。しかし、近年
こうした研修会への参加も、厳しい財政事情から参加者は減ってきており、研修会の持ち
方が課題となっている。

【第７図】北海道の社会教育主事会組織

北海道社会教育主事等協議会会員494名(H19.9現在）
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そこで、近隣市町村との強力なネットワークをもつ社会教育主事会に、共同事業実現の
ためのコーディネートを期待したいと考える。主事会が中心となって各管内規模の共同事
業の実施を積極的に推進することによって、限られた予算の中で効果的に社会教育事業を
実施・運営することができ、さらには市町村の壁を超えた広域的な学習者の交流を図るこ
ともできる。そして、何よりもこうした事業をエリア内の社会教育主事がチームとなって
事業に取り組むことは、絶好の実践的な研修機会と成り得るものと考える。
今日のように逼迫した財政状況下において、地域の社会教育振興を図るためには、社会

教育事業の効果を住民が納得するような形で示し､新たな予算獲得を目指すか､あるいは、
与えられた予算の中で、如何に効率的・効果的に事業を行うか、という２点に絞られる。
社会教育行政職員の研修に対する予算計上が難しい以上､特設した"集合型"研修から日々
の事業実践の中で専門性を高める"実践型"研修を積極的に推進するべきであると考える。

注記・引用文献
l)札幌市・江別市・千歳市・恵庭市・北広島市・石狩市・当別町・新篠津村の石狩管内
８市町村によって構成される特別地方公共団体｡平成８年度と９年度の２カ年で１５億
円の基金（札幌ふるさと市町村圏基金）を造成し、その運用益をもって構成市町村の
協力・連携のもと、圏域にまたがる共同ソフト事業に取り組んでいる。

2）道・市町村の社会教育関係職員からなる任意団体。北海道内14管内にそれぞれ組織さ
れており、上位組織として、北海道社会教育主事等協議会がある。

3）「社会教育」（財)全日本社会教育連合会2007.1月号pp.58-64佐久問章
「連携・ネットワークによる効率的な社会教育行政の推進一北海道におけるコストリ
ダクション事業の類型一」

4）昭和３９年に設立した社会教育関係職員からなる任意団体。会員からの会費を財源と
して運営している。年間のおよその予算は８２万円。
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